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★
東
日
本
を
襲
っ
た
大

震
災
か
ら
早
や
１
年
。

い
ま
だ
に
行
方
不
明
者

が
３
千
人
を
超
え
、
放

射
能
汚
染
が
続
く
福
島

原
発
の
「
廃
炉
」
へ
の

道
筋
も
示
さ
れ
な
い
。「
政
治
を
変
え

る
」
と
大
見
得
を
切
り
ス
タ
ー
ト
し
た

政
権
は
、
国
難
に
対
応
出
来
ず
、
こ
と

あ
る
度
に
、
総
理
や
閣
僚
の
す
げ
替
え

に
追
わ
れ
る
ば
か
り
。
★
し
か
も
、
こ

の
政
権
は
、
い
ま
、
社
会
保
障
の
充

実
、
一
体
改
革
の
美
名
の
も
と
に
、

「
消
費
税
」
の
大
幅
ア
ッ
プ
を
策
謀
。

ま
た
、
日
本
の
農
業
、
医
療
な
ど
に
大

打
撃
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連

携
協
定
）
へ
の
参
加
表
明
。
沖
縄
の
米

軍
基
地
問
題
で
は
、
県
内
で
の
新
基
地

建
設
を
目
指
す
な
ど
、
旧
政
権
顔
負
け

の
施
策
を
押
し
進
め
る
。
眼
を
見
開

き
、
暴
挙
を
阻
止
し
よ
う
。
★
50
年

余
、
宝
塚
医
療
生
協
を
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
今
井
鐵
医
師
が
逝
去
さ
れ
た
。

「
３
世
代
お
世
話
に
な
っ
た
」
と
い
う

組
合
員
の
多
い
こ
と
…
。
走
り
続
け
て

こ
ら
れ
た
先
生
に
深
謝
す
る
と
共
に
、

ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。
４
月
か
ら
、
西

宮
在
住
の
熊
野
静
香
医
師
が
赴
任
さ
れ

る
。
内
科
、
循
環
器
系
の
ベ
テ
ラ
ン
。

「
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
…
」
と
話

し
て
お
ら
れ
る
。
拍
手
で
お
迎
え
し
よ

う
。 

（
Ｕ
）

＊エコキャップ運動＊
ペットボトルのキャップで、世界
の子どもにワクチンを届けます

●届けたキャップ
504,136 個

●CO2削減効果
3,970 ㎏

●ワクチン
630.2 人分

2012年１月24日現在

宝塚駅前にて

伊丹・イズミヤ昆陽店前にて

【お願い】キャップは、きれいに洗
い、シールをはがして、本部か良
元、高松両診療所にお届け下さい。

２０１２２０１２

原発“模擬”投票

「脱原発に賛成・反対？」
被災地支援募金 もちろんチョコも

虹のバ
レンタイン行動虹のバ
レンタイン行動虹のバ
レンタイン行動虹のバ
レンタイン行動
２０１２２０１２



2012.03.01 202 2

熱はでないけど鼻のズルズルが続く…。

　

昨
年
12
月
18
日
、
今
井
鐵
先
生
は
、
患
者

か
ら
も
職
員
か
ら
も
敬
愛
さ
れ
慕
わ
れ
医
師

の
鑑
と
し
て
の
人
生
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
、
今
井
家
と
宝
塚
医
療
生
協
の

合
同
葬
が
、
ク
レ
リ
宝
塚
で
執
り
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
参
列
し
た
１
５
０
名
み
ん
な
が
泣

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
生
の
ご
遺
志
を
継

ぎ
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と

も
、
高
松
診
療
所
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く

決
意
を
、
宝
塚
医
療
生
協
役
職
員
で
固
め
あ

い
ま
し
た
。

　

奇
し
く
も
翌
12
月
20
日
、
良
元
診
療
所
に

熊
野
静
香
先
生
を
副
所
長
と
し
て
新
年
度

（
４
月
）
か
ら
招
聘
す
る
道
が
開
け
ま
し

た
。
現
在
、
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
熊
野
副
所
長
に
よ
り
、
良
元
診
療
所

に
新
し
い
魅
力
が
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ご

不
便
を
い
く
ら
か
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
、
宝
塚
医
療
生
協
は
、
創
立

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を
学
び

発
展
さ
せ
て
い
く
年
と
な
り
ま
す
。
創
立
ま

で
の
前
史
（
そ
れ
以
前
の
歴
史
）
が
あ
り
ま

　

高
松
診
療
所
の
設
立
か
ら
60
年
が
経
過
し
た
２
０
１
１
年
12
月
18
日
、
所
長
、
名
誉

所
長
と
し
て
そ
の
歴
史
の
大
半
を
先
頭
に
立
っ
て
歩
ま
れ
た
、
今
井
鐵
先
生
が
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
、
医
療
生
協
の
組
合
員
や
職
員
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
集
め
、

慕
わ
れ
て
き
た
今
井
先
生
の
足
跡
と
お
人
柄
を
、５
名
の
証
言
か
ら
た
ど
り
ま
し
ょ
う
。

今
井
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
井
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

す
。
１
９
５
１
年
、
高
松
診
療
所
開
設
以
来

の
歴
史
で
す
。
今
年
で
61
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
54
年
は
、
今
井
先
生
に
関
わ
る

歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
井
先
生
は
、
私

た
ち
が
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、
私
た
ち
の
心

の
中
で
、
生
き
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
と
共
同
し
て
地
域
の
医
療
を
担
う

有
限
会
社
ヘ
ル
シ
ー
メ
イ
ト
・
た
ん
ぽ
ぽ
薬

局
の
薬
剤
師
不
足
の
問
題
が
急
浮
上
し
て
い

ま
す
。
常
勤
・
非
常
勤
を
問
わ
ず
薬
剤
師
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
努
力
と
成
果
を
、
い
つ
か
今
井

先
生
に
ご
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

目
に
焼
き
つ
い
て
い
る

今
井
先
生

高
松
診
療
所　

元
師
長　

玉
城　

郁

　

右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
看
護
師
の
卵
の
頃

か
ら
高
松
診
療
所
に
勤
務
を
し
、
今
井
先
生

の
ひ
た
す
ら
地
域
の
患
者
様
の
た
め
に
身
を

捧
げ
る
姿
は
、
私
の
目
に
し
っ
か
り
焼
き
つ

い
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
今
、
色
々
な
事
が
走
馬
灯

の
よ
う
に
日
々
思
い
出
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

　

尊
敬
で
き
る
先
生
の
も
と
で
、
働
け
た
こ

と
は
、
私
の
大
き
な
財
産
と
な
り
、
今
日
ま

で
頑
張
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

偉
大
な
る
今
井
先
生
。
皆
様
の
心
の
中
で

ず
っ
と
ず
ー
っ
と
生
き
続
け
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

追
悼　

今
井
鐵
先
生

副
理
事
長　

脇
野　

耕
一

５代目所長・口
く

分
も

田
で

勝先生と６代目所長・今井
鐵先生を囲んで（前列中央のお二人）（1959年）

理事会後の懇親会（中央は今井先生と奥さん、
左は渡名喜さん）にて（1963年）

記念レセプションで奥様と
ともに（1989年）　　　　
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この冬の記録的な寒さ、氷河期が来ているとの説も。

　

１
９
５
９
年
以
来
、
高
松
診
療
所
所
長
、

名
誉
所
長
と
し
て
高
松
診
療
所
の
み
な
ら

ず
、
宝
塚
医
療
生
協
全
体
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
今
井
先
生
の
ご
逝
去
は
、
85
年
以
来
、

事
務
長
と
し
て
先
生
と
共
に
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
私
に
と
り
ま
し
て
も
、
シ
ョ
ッ

ク
を
隠
し
き
れ
な
い
も
の
で
し
た
。

　

在
職
中
は
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
優
し

く
接
し
て
い
た
だ
き
お
礼
の
言
い
様
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

高
松
診
療
所
の
50
周
年
の
年
史
作
成
の
折

も
、
す
で
に
他
界
さ
れ
て
い
る
妻
鹿
元
専
務

と
今
井
先
生
の
対
談
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
昔
、
武
庫
川
の
川
の
中
を
長
靴
を
履
い

て
渡
っ
て
往
診
に
行
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
な

ど
お
聞
き
し
、
患
者
さ
ん
に
対
す
る
熱
い
情

熱
は
我
々
も
学
ん
で
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
し

た
。

　

先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

母
親
か
ら
ひ
孫
ま
で
、

５
代
に
わ
た
っ
て

高
松
町　

真
栄
里　

照
子

　

き
っ
か
け
は
当
時
大
阪
で
寝
た
き
り
に
な

今
井
鐵
先
生
を

偲
ん
で

常
務
理
事　

岡
本　

芳
章

高松診療所スタッフに囲まれて（2011年）

高松診療所OB会でのひととき（2005年）

高松診療所竣工式
にて（1983年）　

っ
て
い
た
私
の
母
親
が
、
今
井
先
生
に
診
て

も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
歩
け
る
よ
う
に

な
る
ま
で
回
復
し
た
こ
と
。
親
戚
か
ら
も

「
も
う
だ
め
か
」
と
思
わ
れ
て
い
た
母
親
が

歩
く
姿
を
見
て
、
周
り
は
と
て
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　

先
生
に
は
身
体
の
こ
と
以
外
で
も
家
庭
や

仕
事
の
相
談
に
も
乗
っ
て
も
ら
い
、
心
身
共

に
支
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
私
が
亡
く
な
る
ま
で
元
気
で
い
て
下
さ
い
」

と
言
う
と
、
優
し
く
笑
う
今
井
先
生
。
そ
の

顔
を
思
い
出
す
と
今
も
胸
が
い
た
み
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

息
子
を
泊
り
こ
み
で

診
て
も
ら
い
…

泉
町　

尾
崎　

金
子

　

今
井
先
生
に
は
50
年
近
く
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
の
子
ど
も
が
生
後
１
ヶ
月
の
時
に
、
風

邪
を
ひ
ど
く
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
い
、
先
生
に

往
診
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
す
る
と
家
に
酸

素
を
持
っ
て
く
る
手
配
を
し
て
、「
２
時
間

ご
と
に
お
う
ち
ま
で
様
子
を
見
に
き
ま
す
。

そ
れ
と
今
晩
は
診
療
所
に
泊
ま
り
で
い
ま
す

か
ら
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
し
て
下
さ

い
ね
」
と
言
っ
て
下
さ
り
、
そ
の
お
か
げ
で

子
ど
も
は
翌
日
に
は
す
っ
か
り
良
く
な
り
ま

し
た
。
先
生
に
は
家
族
全
員
が
お
世
話
に
な

り
、
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

1929年（昭和４年）12月生まれ
1957年（昭和32年） ３月　 兵庫県立神戸医科大学（現神戸大学）卒業
1959年（昭和34年）　　　高松診療所６代目所長に就任　
1982年（昭和57年）　　　宝塚市班状歯認定委員に就任
1983年（昭和58年）　　　宝塚医療生協副理事長就任
1984年（昭和59年）　　　良元診療所での診察開始
1989年（平成元年） ５月　 宝塚医療生協統一10周年、今井先生就任

30周年記念レセプション
1995年（平成７年）３月　高松診療所名誉所長（所長退任）
2001年（平成13年）12月　高松診療所50周年記念のつどい
2011年（平成23年）12月18日　宝塚市立病院にて逝去

今井先生のあゆみ 高松診療所のあゆみ

1951年（昭和26年）11月　高松診療所開設
1972年（昭和47年）12月　宝塚医療生活協同組合設立
1979年（昭和54年）７月　 高松診療所、宝塚医療生協

へ合流
1983年（昭和58年）６月　高松診療所建て替え竣工　

1999年（平成11年）１月　院外処方箋発行始める
2000年（平成12年）４月　ケアサポート併設
　　　　　　　　　　　　マンモグラフィ導入
2008年（平成20年）　　　電子カルテ導入
2011年（平成23年）11月　高松診療所60周年
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橋下大阪市長の異常な人気。あれ？以前にも似たような事が

広
原
盛
明
先
生
講
演

　

１
月
28
日
、
良
元
診
療
所
で
新
春
学
習
会

が
行
な
わ
れ
、
京
都
府
立
大
学
元
学
長
・
広

原
盛
明
先
生
を
お
招
き
し
「
少
子
化
・
高
齢

化
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
と
医
療
生
協
の
役

割
」
と
題
し
た
講
演
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
町
づ
く
り
」
と
「
街
づ
く

り
」「
ま
ち
づ
く
り
」
の
違
い
に
つ
い
て
言

及
、
前
二
者
が
都
市
計
画
な
ど
ハ
ー
ド
重
視

の
も
の
で
あ
る
一
方
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
戦

後
高
度
成
長
期
の
住
民
運
動
や
市
民
運
動
の

中
か
ら
生
ま
れ
、
20
世
紀
が
生
ん
だ
民
衆
の

言
葉
だ
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、「
ま
ち
づ

く
り
」
の
た
め
に
は
「
住
民
が
ま
ち
の
こ
と

を
話
し
合
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
」・「
住
民

が
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
る
こ

と
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
、
ま
ち
の
中
で
商
店

あ
れ
ば
と
…
」
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
コ

メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

21
世
紀
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
ソ
フ
ト

面
中
心
に
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
チ
ェ

ッ
ク
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。
昨
年
秋
か
ら
配

布
を
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
も
６
０
０
枚
以
上
を

集
約
し
ま
し
た
。
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
中
間
集
約
を
行
な

い
、
兵
庫
民
医
連
学
術
運
動
交
流
集
会
に
も

演
題
発
表
し
ま
し
た
。

　

宝
塚
市
の
特
徴
点
と
し
て
、

■
高
齢
者
が
孤
独
感
を
深
め
て
い
る
。

　

→
話
し
相
手
が
必
要

■
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
疎
遠

　

→
安
全
な
道
路
、
交
通
網
の
整
備
が
必
要

■
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
見
守
り
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
不
足

　

→「
き
ず
な
」「
た
ま
り
場
」
が
必
要
な
ど

の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
度
は
、
本
格
的
な
「
高
齢
者

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト　
　

事
務
局　
　

岡
本　

芳
章
）

街
の
持
つ
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
の
す
ば

ら
し
さ
が
大
型
店
の

進
出
に
よ
っ
て
失
わ

れ
て
い
く
こ
と
が
残

念
で
あ
り
、「
新
鮮

な
魚
屋
と
小
粋
な
女

将
の
い
る
飲
み
屋
が

熊
くま

野
の

　静
しず

香
か

 医師
出身大学：兵庫医科大学
診療内容： 糖尿病・高血圧・高脂血症

を軸とした各種生活習慣病
　　　　　心臓疾患　呼吸器疾患
　　　　　 腎臓疾患　アレルギー疾患
　　　　　 漢方治療をミックスした女

性特有の疾患
　　　　　その他内科疾患一般

新
春
学
習
会

４月から 熊野静香医師
良元診療所副所長に着任

　はじめまして！　４月より着任させていただく内科の熊野
です。
　今回こうして、地域重視の診療に携わる機会をいただいた
ご縁に感謝しています。私のこれまでの経験から、どの疾患
も各環境や生活でそれぞれに異なる個性を持つもの、と感じ
てきました。そういった視点から多面的なアプローチをして
いきたいと思っています。
　「お１人お１人のQOL（Quality Of Life）を尊重した診療」
　私なりの一貫したこのテーマに沿って、健康で充実した暮
らしづくりのご提案をさせていただければ幸いです。
　ご一緒にbetter lifeを創っていくため、どうかどのような
事でもお気軽にご相談下さいませ。
　外来にてお待ち申し上げております。

Mess
age

21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
は
ソ
フ
ト
中
心
に
…

高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
期
待
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冬野菜の高いこと。ナベ料理も高くつきそう。

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
配
布
・
宝
塚
医

療
生
協
Ｐ
Ｒ
と
同
時
に
、
東
日
本
大
震
災
支

援
メ
モ
リ
ア
ル
行
動
（
毎
月
11
日
に
行
動
）、

「
脱
原
発
賛
成
・
反
対
」
の
模
擬
投
票
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
投
票
結
果
で
は
脱
原
発
に

賛
成
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
原
発
依
存
か

ら
の
脱
却
を
決
断
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

転
換
す
る
こ
と
が
世
論
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
各
会
場
の
概
要
は
、
下
記
の
表
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）

　

義
援
金
も
一
緒
に
呼
び
か
け
、
合
計
５
，

３
１
２
円
集
ま
り
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
１

年
を
迎
え
ま
す
。
３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
行
動

と
し
て
、
宝
塚
市
内
で
３
か
所
、
西
宮
・
伊

丹
で
各
１
か
所
で
署
名
・
宣
伝
行
動
を
行
な

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
れ
か
ら
一
年
」
神
戸
集
会
も

併
せ
て
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

「
虹
の
バ
レ

ン
タ
イ
ン
行
動

２
０
１
２
」
が

６
ヶ
所
（
阪
急

宝
塚
駅
噴
水
前

・
阪
急
逆
瀬
川

駅
・
阪
急
仁
川

駅
・
伊
丹
イ
ズ

ミ
ヤ
前
・
阪
急

西
宮
北
口
ア
ク

タ
回
廊
・
Ｊ
Ｒ

三
田
駅
前
）
で

東日本大震災支援
　　　メモリアル行動

　　脱原発“模擬”投票も

会　場 日　程 参加者 原発ゼロ署名数 脱原発に賛成／反対

阪急宝塚駅噴水前 ２月11日（土・祝） 18名 38筆 56／3

阪急逆瀬川駅 ２月11日（土・祝） 11名 44筆 24／0

阪急仁川駅 ２月11日（土・祝） 16名 ８筆 40／2

伊丹イズミヤ前 ２月11日（土・祝） 13名 30筆 37／3

西宮北口アクタ回廊 ２月12日（日） ８名 11筆 173／19

JR三田駅前 ２月13日（月） ５名 ２筆 参加者少なく
配布に専念　

合　計 ― 71名 133筆 330／27

宝塚市内（11：00～12：00）　阪急仁川駅・逆瀬川駅・宝塚駅噴水前
西 宮 市（15：30～16：30）　阪神今津駅前
伊 丹 市（11：00～12：00）　イズミヤ昆陽店前

３月11日（日）14時～
神戸東遊園地

３・11メモリアル行動 「あれから１年」集会

阪急逆瀬川駅

伊丹イズミヤ昆陽店前

♥♥虹のバレンタイン行動虹のバレンタイン行動虹のバレンタイン行動虹のバレンタイン行動
２０１２２０１２２０１２２０１２



三田市 西宮市

医
療
生
協
か
ら
の

参
加
者
の
感
想

•他市と比べて先進的な取り組み
（震災対策や子育て支援対策等）
が見られた

•介護保険のパブリックコメントな
ど、市民の声が反映されやすい自
治体だと感じた

•国民健康保険を「相互扶助」との
考え方を改めてほしい

•多数の課長が参加され、説明は
ていねいだった。
•改善点（短期保険証発行件数
等）が見られ、継続して運動・
懇談していく必要を感じた
•「国の動向注視」・「国の政策遵
守」的思考が強く、自治体とし
ての独自性に乏しい感じがした

災
害
・
防
災
対
策

に
つ
い
て

•ハザードマップを作成し、全戸配布した
•関西学院大学政策学部と協同で、災害対策を見直
しており、完成後は「新しいハザードマップ」を
配布する予定

•ハザードマップは、未作成
•震災時はJR線よりも以北への避難を呼びかけて
いる
•震災対策で追加・変更があればホームページや市
の広報紙に掲載する

国
民
健
康
保
険
等

に
つ
い
て

•国民健康保険制度の理念を「相互扶助（みんなで
助け合える）」としてとらえた説明に終始、「社会
保障」の観点が欠如している

•一部負担金について、外来は小学６年生まで、入
院は中学３年生まで助成（所得制限なし）など充
実している

•国民健康保険の理念を「相互扶助」としての考え
方で説明
•「後期高齢者医療制度の廃止を国に求めてほし
い」との要望に、「制度として定着しつつある」
「新制度への変更があれば速やかな対応を検討す
る」と説明

健
診
◦
が
ん
検
診

に
つ
い
て

•特定健診は、市独自で検査項目（尿酸・クレアチ
ニン）を追加

•（要望が多い）心電図検査は未実施
•がん検診無料化は、検討していないとの説明 
（がん検診受診率が伸びていない）

•特定健診は、市独自の検査項目はなし
•心電図を含む検査項目の追加を要望したが、項目
を追加する予定はない
•「受診券の周知が弱いため、受診率も低いのでは
ないか」との問いに「特定健診受診時に受診券が
必要であることを周知徹底していく」との説明が
あった

2011年度 自治体キャラバン
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児童の間でインフルエンザが大流行、予想が的中。

三田市三田市・西宮市西宮市三田市三田市・西宮市西宮市
社会保障の充実を求めて懇談

　昨年11月末に行なわれた
宝塚市との自治体キャラバ
ンに続いて、三田市・西宮
市とも多数の職員・組合員
の参加があり、懇談を行な
ってきました。

　ここに掲載している項目
は一部であり、社会保障全
般にわたって懇談を行ない
ました。少しでも社会保障
が充実し、住みやすい地域
になっていくように、これ
からも懇談・運動を続けて
いきます。
（健康まちづくり委員会
 　中田幹二）

西宮市
2012年１月11日（水）
市 職 員　20人
医療生協　11人（内尼崎医療生協３人）

三田市
2011年12月21日（水）
市 職 員　11人
医療生協　７人
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県下の河川で、ウナギの稚魚大不漁。カバ焼きが高くなる。

■
組
合
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

　

大
成
町
に
良
元
診
療
所
が
移
転
す
る
際

（
一
九
七
六
年
）
の
組
合
員
増
や
し
の
時
で

す
ね
。
昔
、
尼
崎
に
住
ん
で
い
た
時
に
、
ナ

ニ
ワ
診
療
所
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
同
じ
医
療
生
協
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

組
合
員
に
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
夫

（
良
治
さ
ん
）
が
昔
、
理
事
を
し
て
い
て
、

私
は
総
代
に
な
っ
た
り
、
虹
の
か
か
り
を
し

た
り
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
学
校
の
先
生
を
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　

三
十
五
年
間
、
保
健
体
育
の
教
師
を
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
、
特
に
男
性
が
多
い
職

場
で
、
女
性
の
し
か
も
科
目
が
保
健
体
育
の

教
師
と
い
う
の
は
か
な
り
珍
し
く
、
い
ろ
い

ろ
差
別
的
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
性
格
が
言
い
た
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と

言
う
タ
イ
プ
だ
っ
た
の
で
、「
筋
が
通
っ
て

い
な
い
」「
子
ど
も
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
い
な
い
」
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
労
働

組
合
員
と
し
て
発
言
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
、
女
性
職
員
を
増
や
す
よ
う
運
動

を
し
た
り
、
労
働
条
件
で
の
話
し
を
し
た
り

…
組
合
の
経
験
は
今
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

生
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

■
家
庭
訪
問
の
時
に
突
然
…

　

五
十
五
歳
の
時
に
、
ウ
ィ
リ
ス
動
脈
輪
閉

塞
症
と
い
う
病
気
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

時
は
家
庭
訪
問
の
帰
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、

急
に
激
し
い
頭
痛
と
目
ま
い
が
し
て
、
一
緒

に
い
た
方
に
家
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
後
に

脇
野
先
生
が
往
診
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
入
院
を
し
て
手
術
と
な
っ
た
の
で

す
が
、
途
中
か
ら
十
日
間
く
ら
い
の
記
憶
が

途
切
れ
途
切
れ
に
し
か
な
く
て
…
家
族
は
突

然
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
バ
タ

バ
タ
し
た
そ
う
で
す
が
、
私
は
そ
の
時
の
話

を
さ
れ
て
も
「
そ
う
だ
っ
た
か
な
？
」
と
い

っ
た
感
じ
で（
笑
）不
思
議
な
気
分
で
し
た
。

■
今
は
も
う
後
遺
症
も
な
く

　

そ
れ
か
ら
は
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る
く

ら
い
で
特
に
病
気
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
記
憶
は
あ
ま
り
な
い
に
し
て
も
、
大
き

な
病
気
を
し
た
の
で
長
生
き
を
す
る
よ
り
も

「
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
た
い
」
と
思
っ
て
い

ま
す
。
毎
日
し
て
い
る
家
事
や
孫
の
世
話
、

い
ろ
い
ろ
外
で
し
て
い
る
活
動
な
ど
一
つ
ひ

と
つ
を
楽
し
ん
で
生
活
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

前
田
秀
輔
）

あるがままに生きたい

加入：1995年４月

私私 もも 組組 合合 員員

高
たかわ し

鷲　昭
あ き こ

子さ
ん（71歳）仁川支部

　

高
校
で
保
健
体
育
の
教
師
を
三
十
年
以
上
さ
れ
て
き
た
高
鷲
さ
ん
。
当
時
、「
男
社

会
」
と
言
わ
れ
て
い
た
教
員
社
会
で
頑
張
っ
て
き
た
高
鷲
さ
ん
は
、
今
も
い
ろ
い
ろ
な

団
体
で
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
、
社
協
「
長
尾
地
区
セ

ン
タ
ー
」
で
サ
ロ
ン
「
す
い
ら
く
」（
水

曜
日
を
楽
し
く
）
で
午
後
１
時
か
ら
約

１
時
間
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
か
ら
講

師
に
来
て
い
た
だ
い
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。
テ
キ
ス
ト
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

一
緒
に
考
え
ま
す
。
柔
軟
な
思
考
回
路

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
笑
い
が
絶
え
ま
せ

ん
。
介
護
保
険
講
座
で
は
、
施
設
見

学
、
制
度
の
利
用
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
困
れ
ば
相
談
す
る
。
身
近
に
相

談
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
は
こ
の

上
な
く
有
難
い
こ
と
で
す
。
参
加
費
無

料
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

毎
回
10
数
名
が
楽
し
み
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

 

（
東
支
部　

相
馬
新
一
）

地域包括センター
認知症予防講座

東支部 班活動班活動
紹介紹介
班活動班活動
紹介紹介

後出しジャンケンゲームの様子
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道ですれ違った幼稚園児から「こんにちは」。うれしい。

高
松
支
部

組合員組合員

活動活動

組合員組合員

活動活動

　

急
に
冷
え
こ
ん
だ
１
月
27
日
の
夜
、
高
松

支
部
恒
例
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

茅
野
理
事
長
も
出
席
し
、
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
ひ
だ
ま
り
会
館
の
老
朽
化
・
移
転
に
触

れ
、
高
松
診
療
所
も
含
め
た
将
来
構
想
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
も
話
さ
れ
、
話
題
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
御
所
の
前
自
治
会
長
川
端
さ
ん

に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
、
参
加
者
の
交
流
が

は
じ
ま
り
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
安

倉
の
花
尻
さ
ん
、
地
元
の
渡
名
喜
市
会
議

員
、
ね
り
き
県
会
議
員
、
高
松
診
療
所
、
ひ

だ
ま
り
会
館
の
各
職
員
の
他
に
、
参
加
者
か

ら
も
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、
賑

や
か
な
親
睦
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
長
か
ら
昨
年
を
ふ
り
返
り
、
台
風
で

納
涼
の
つ
ど
い
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
含
め
、
年
間
行

事
を
予
定
通
り
行
な
い
、
日
頃
の
組
合
員
の

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
に
感
謝
を
述
べ
、「
生

協
強
化
月
間
」
で
は
、「
担
い
手
ふ
や
し
」

部
門
で
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
志
摩
の
会
」
の
み
な
さ
ん
に

ご
出
演
い
た
だ
き
、
た
っ
ぷ
り
と
「
沖
縄
舞

踊
」
を
楽
し
み
、
見
る
だ
け
で
な
く
参
加
者

も
踊
り
に
参
加
し
て
、
最
高
に
盛
り
あ
が
り

ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
た
運
転
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
か
ら
「
テ
レ
ビ
で
は
見
て
い
た
が
、

沖
縄
舞
踊
を
じ
か
に
見
て
感
動
し
ま
し

た
。」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

（
高
松
支
部　

宇
都
宮
勝
）

　

年
々
参
加
者
が
増
え
、
北
支
部
は
今
年
も

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
新
入
組
合
員
の
方
々

に
は
、
年
賀
状
で
案
内
し
、
電
話
で
お
誘
い

し
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
当
日
、
会
場
で

の
入
会
申
込
み
も
あ
り
、
超
満
員
の
63
名
が

集
い
ま
し
た
。

　

茅
野
理
事
長
か
ら
、
昨
年
実
施
し
た
「
高

齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
集
計
結
果
を
市
政
や
地
域
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
今
年
の
抱
負
が
語
ら
れ
、
北
支
部

の
「
助
け
合
い
活
動
」
が
他
支
部
に
も
広
が

り
つ
つ
あ
る
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
入
組
合
員
さ
ん
、「
た
か

ら
」
を
配
っ
て
い
る
虹
の
係
の
み
な
さ
ん
を

地
域
ご
と
に
紹
介
し
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

「
北
支
部
の
班
活
動
」と「
医
療
生
協
っ
て

何
？
」の
勉
強
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
組
合
員
の
作
品
展

コ
ー
ナ
ー
の
絵
画
・
陶
芸
・
写
真
・
ぬ
り
え
・
古

布
を
使
っ
た
人
形
と
着
物
が
好
評
で
し
た
。

　

盛
り
上
が
っ
た
会
場
に
響
い
た
の
は
、
合

唱
班
「
ゲ
ラ
ッ
カ
ラ
・
ム
ジ
ー
ク
」
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
、
ギ
タ
ー
班
「
カ
ノ
ン
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」
の
熱
唱
と
演
奏
に
ア

ン
コ
ー
ル
が
出
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

「
あ
ゆ
み
班
」
の
手
づ
く
り
料
理
に
参
加

者
の
み
な
さ
ん
も
大
満
足
。
多
彩
な
班
活
動

の
成
果
と
北
支
部
の
元
気
あ
ふ
れ
る
新
春
の

つ
ど
い
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
北
支
部　

濱
田
正
子
）

「
新
春
の
つ
ど
い
」に
44
人

北
支
部

新
入
組
合
員
歓
迎

新
春
の
つ
ど
い

２
０
１
２
年
１
月
29
日（
日
）

売
布
会
館
に
て

〜
高
松
会
館
で

　
　
　

沖
縄
舞
踊
を
楽
し
む
〜



2012.03.012029

高松診療所

☎0797-72-2585

以下の時間は院内薬局となります。
なにかとご不便をおかけするかと存じますが、

何卒御了承くださいませ。

〈院内薬局開局曜日・時間〉
水曜日　14：30～16：30
木曜日　17：00～19：00
金曜日　17：00～18：00
土曜日　 9：00～12：00

お 知 ら せ

手洗い・うがい・マスク着用で、インフルエンザの流行予防しよう。

デイサービス ひだまり

☎0797-76-4770

西宮支部のみなさん♪
細やかな気遣いであったかを
支えてくれています。
ありがとうございます！

デイサービス あったかハウス今津

☎0798-34-6221

‘

縁
の下
の力持ち’を紹介します♪

ヘルパーステーション ひだまり

☎0797-77-3245

ケアサポート

☎0797-76-4536

ヘルパーステーション さがん

☎0797-84-3965

明るくほのぼのとした
ヘルパーステーションです

通所リハビリ

☎0797-71-8540

訪問看護ステーション ひだまり

・人と人とのふれあい
・自宅で安心してすごせる為の支援
・看護の原点が在宅にはあります

あなたも一緒に

訪問看護をして

みませんか？

☎0797-77-3115

良元診療所・訪問リハビリ

☎0797-71-7288

新たな出発の時です！春春

主役は利用者さま

です

介護の相談は介護の相談は
ケアサポートへケアサポートへ

心も体も一回り大きくな
って帰って来ました。
どうぞよろしくお願いし
ます。

亀崎千恵美さん

新職員ご挨拶

パート
・登録
ヘルパー
募集中

清荒神の市場の中に
あります
遊びに来て下さい♡

新しいスタッフも増えより一層
充実したリハビリが行えるよう
になりました

お問い合せは、
ケアマネージャーもし
くは、良元診療所通所
リハビリ西川まで

「北海道へ帰ります」
楽しく賑やかなベテラ
ン介護士の岡村妙子さ
んが２月末で退職。

松島美貴さん、明
るくて若い介護士
が引き継いで頑張
っています。よろ
しくお願いしま
す。エコなちぎり絵　新聞紙を活用

３月も15歳以上の組合員は、
受診券なし1000円で
たから健診OKです

４月からは宝塚市が

ん検診（対象年齢あ

り）が始まります!!

詳しくは窓口まで。

楽しい仲間がいっぱい！楽しい仲間がいっぱい！

親睦会や企画で楽しく、
働きやすい職場作りをめざしています。

今年も〝元気〟と〝笑顔〟を利用者さんに届けます
バーベキュー・お好み焼きパーティー・お鍋大会etc…
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▼
い
つ
も
「
た
か
ら
」
楽
し
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

各
支
部
の
組
合
員
の
皆
様
の
活
動

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
も
う
し
あ
げ
ま

す
。 

（
亀
井
町　

出
口
千
恵
子
）

▼
年
末
に
、
組
合
員
さ
ん
の
娘
さ

ん
が
結
婚
し
て
住
む
神
奈
川
県
藤

沢
市
で
「
い
つ
で
も
元
気
」
を
購

読
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
、
と
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
早

速
、
神
奈
川
民
医
連
の
Ｈ
Ｐ
で
申

し
込
み
を
し
た
と
こ
ろ
、
１
週
間

後
に
は
組
織
部
と
藤
沢
支
部
支
部

長
さ
ん
な
ど
３
名
で
訪
問
し
て
下

さ
り
、
組
合
加
入
と
「
元
気
」
の

購
読
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
、
お

礼
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
全

国
の
仲
間
と
繋
が
っ
て
い
る
事
を

実
感
し
ま
し
た
。

 

（
西
宮
市　

伊
田
こ
ず
ゑ
）

▼
野
田
内
閣
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参

加
は
、
医
療
面
で
は
、
外
国
医
師

の
参
入
や
ら
、
世
界
的
に
優
れ
た

日
本
の
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
な
ど

わ
れ
わ
れ
老
人
が
高
額
医
療
費
を

払
え
な
く
な
っ
て
医
者
に
か
か
れ

な
い
者
が
出
て
く
る
事
態
が
起
こ

っ
て
く
る
の
で
反
対
。
年
金
生
活

者
に
は
つ
ら
い
世
の
中
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
な

お
か
つ
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

 

（
中
山
五
月
台　

松
井
秋
子
）

▼
た
か
ら
が
カ
ラ
ー
に
な
り
、
時

代
を
感
じ
ま
す
。
診
療
所
内
の
展

示
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
待
合
中
も
心
が
、
う
き
う
き

し
て
元
気
に
な
り
帰
宅
で
き
、
あ

り
が
と
う
。

 

（
美
幸
町　

久
川
光
子
）

▼
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
る
岡
沢
さ
ん

の
龍
ス
ゴ
ー
イ
！
あ
っ
た
か
ハ
ウ

ス
今
津
の
エ
コ
獅
子
舞
、
面
白
い

ー
！
祖
母
の
代
か
ら
お
世
話
に
な

っ
た
、
今
井
鐵
先
生
の
訃
報
を
知

り
、
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。
高
松
町
に
来
て
36
年
。
山

並
み
以
外
は
、
ほ
ぼ
変
わ
っ
た
け

れ
ど
、
17
年
前
の
震
災
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
立
ち
直
れ
な
い
ま
ま
、
リ
ュ

ウ
マ
チ
に
。
加
齢
っ
て
残
酷
…
。

時
々
、
安
楽
死
薬
が
欲
し
く
な
る

の
は
震
災
障
害
そ
れ
と
も
美
意
識

が
高
い
せ
い
？

 

（

ユ
ミ
ネ
ッ
サ
ン
ス
）

▼
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

仕
事
に
追
わ
れ
て
時
間
が
な
く
、

リ
タ
イ
ヤ
（
あ
と
１
年
後
）
し
た

ら
健
診
に
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 （
西
宮
市　

高
橋
美
千
代
）

▼
組
合
員
の
紹
介
と
薬
食
同
源
な

ど
、
お
も
し
ろ
く
読
ん
で
お
り
ま

す
。 

（
仁
川
北　

前
川
悦
子
）

▼
健
康
で
あ
ま
り
お
世
話
に
な
ら

な
い
様
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
市
の
健
診
は

う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
や
さ
し
い

思
い
や
り
の
あ
る
職
員
さ
ん
ば
か

り
で
私
の
身
体
を
お
任
せ
で
き
る

と
安
心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

 

（
匿
名
希
望
）

▼
２
０
１
号
に
な
っ
て
一
層
明
る

く
あ
た
た
か
い
感
じ
に
な
り
ま
し

た
ね
。
医
療
生
協
は
４
年
前
に
コ

ー
プ
の
前
で
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
の
を
き
っ
か
け
で
組
合
員
に

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
班
活
動
を

２
つ
、
安
価
な
費
用
で
楽
し
ま
せ

て
も
ら
え
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

 

（
平
井　

加
藤
弘
子
）

▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
消
費
税
増
税
に
年
金

引
き
下
げ
、
医
療
費
負
担
増
額
、

ど
れ
も
こ
れ
も
不
安
要
素
ば
か
り

で
す
。
明
る
い
話
題
を
持
ち
た
い

も
の
で
す
！ 

（
匿
名
希
望
）

▼
昨
年
よ
り
「
た
か
ら
」
の
配
布

係
を
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
し

っ
か
り
と
目
を
通
し
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
な
ぁ
。 

（
匿
名
希
望
）

▼
今
年
も
昨
年
に
続
い
て
高
齢
者

に
や
さ
し
い
絆
を
大
切
に
手
と
手

を
つ
な
ぎ
、
楽
し
い
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
、
プ
ラ
ス
思
考
で
。

た
か
ら
の
広
報
委
員
さ
ま
。
お
身

体
を
大
事
に
な
さ
っ
て
、
素
晴
ら

し
い
企
画
を
さ
れ
ま
す
事
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
平
井
山
荘　

冨
永
岩
子
）

▼
い
つ
も
生
協
の
新
聞
、
楽
し
く

拝
見
致
し
て
お
り
ま
す
。
パ
ズ
ル

も
頭
の
体
操
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
（
伊
丹
市　

藤
本
久
美
子
）

▼
年
末
に
今
井
先
生
の
訃
報
を
聞

き
、
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
井

先
生
に
は
高
松
町
に
住
ん
で
い
た

時
か
ら
15
年
程
、
ぜ
ん
息
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
２
年

前
、
特
定
健
診
で
診
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、「
ぜ
ん
息
は
ど
う
で

す
か
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
15
年
ぶ
り
な
の
に
…
又
、
た

く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
の
中
で
、
覚

え
て
下
さ
っ
て
い
た
の
で
す
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

 

（
亀
井
町　

草
野
恵
）

▼
こ
の
パ
ズ
ル
を
通
し
て
、
お
婆

ち
ゃ
ん
と
の
会
話
が
弾
み
ま
し

た
。 

（
売
布　

和
田
祐
香
）

手洗い、うがい、マスク着用で、インフルエンザの流行予防しよう

ひろばひろば

読 の者

2011年度 第10回理事会報告
◇日時：2012年２月25日（土）14：00～18：10
◇場所：事務局会議室
◇出席：理事24名、監事１名、オブザーバー６名　　計31名
　　　　議長　池田常務理事
◇審議事項
　・「11年度活動のまとめと12年度活動方針案」たから別刷りとして発行
　・３・11メモリアル行動、集会等の取り組み
　・３・３近畿総決起集会/3・31兵庫民医連社保決起集会の取り組み
　・年度末課題の取り組み（年度末月間・世界保健デー準備他）　
　・第44回通常総代会準備（総代会事務局設置、総代定数の考え方など）
　・年度末一時金・春闘要求の取り扱いについて
◇報告事項
　・虹のバレンタイン行動2012の報告
　　（６か所71名参加、原発ゼロ署名133筆他）

日時：４月２日（月）14：00～16：00
場所：宝塚医療生協事務局会議室（宝塚市鹿塩１丁目18－６）
＊相談希望の場合は事前予約が必要＊宝塚医療生協組合員は、無料
予約及び問い合わせ：宝塚医療生協事務局（電話0798-57-3137）迄

法律相談
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乾燥こわいな　お肌のトラブル加湿器を～

　

の
り
（
海
苔
）　

の
り
に
は
日
本

周
辺
に
約
30
種
数
見
ら
れ
る
ウ
シ
ケ

ノ
リ
科
ア
マ
ノ
リ
属
を
中
心
に
沢
山

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

養
殖
種
の
多
く
を
占
め
る
ス
サ
ビ

ノ
リ
や
岩
に
繁
茂
す
る
た
め
イ
ワ
ノ

リ
と
も
呼
ば
れ
る
マ
ル
バ
ア
マ
ノ
リ

な
ど
。
江
戸
初
期
か
ら
干
し
の
り
と

し
て
有
名
な
浅
草
の
り
も
、
こ
の
一

種
だ
が
、
近
年
ア
マ
ノ
リ
は
有
明
海

や
瀬
戸
内
な
ど
の
生
産
地
で
の
不
作

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

和
歌
浦
湾
に
の
り
粗そ

朶だ

（
葉
を
そ

い
だ
竹
の
枝
で
、
の
り
を
着
生
さ
せ

る
）
が
、
立
っ
て
い
た
１
９
３
０
年

頃
、
の
り
採
り
に
行
く
小
舟
に
乗
せ

て
貰
っ
た
こ
と
、
布
引
（
現
在
和
歌

山
市
）
の
伯
父
夫
婦
が
四
角
い
木
の

舟
に
入
れ
た
の
り
を
漉す

い
て
小
さ
い

木
枠
に
取
り
脱
水
し
、
小
さ
い
簀す
の

子こ

に
移
し
、
で
き
た
沢
山
の
簀す
の

子こ

を
大

き
な
木
框わ
く

に
翳か
ざ

し
、
浜
で
天
日
干
し

に
す
る
作
業
に
見
入
っ
た
幼
時
を
思

い
出
す
。

〔
の
り
の
栄
養
成
分
〕（
干
し
の
り

状
、
ア
マ
ノ
リ
１
０
０
ｇ
当
り
）

　

の
り
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な

ど
の
栄
養
成
分
が
凝
縮
さ
れ
た
高
密

度
栄
養
食
品
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
類
で

は
Ｄ
は
皆
無
で
す
が
そ
れ
以
外
の
ビ

タ
ミ
ン
は
極
め
て
豊
富
。
特
に
体
内

で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
る
ベ
ー
タ
ー
カ

ロ
テ
ン
を
極
め
て
多
く
含
む
た
め
、

皮
膚
や
目
の
角
膜
、
口
腔
、
胃
腸
な

ど
を
お
お
う
上
皮
組
織
の
分
化
に
働

き
、
粘
膜
を
健
康
に
保
つ
。
不
足
す

る
と
目
は
潤
い
を
な
く
し
、
肌
が
か

さ
つ
き
消
化
器
官
も
損
な
わ
れ
、
風

邪
を
よ
く
引
く
よ
う
に
な
る
。
カ
ロ

テ
ン
は
活
性
酸
素
か
ら
体
を
守
り
発

ガ
ン
を
予
防
す
る
。
ま
た
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
酸
化
を
防
ぎ
、
動
脈

硬
化
の
予
防
に
役
立
つ
。
豊
富
な
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
12
は
葉
酸
と
協
力
し
て
赤

血
球
の
産
生
に
働
く
ほ
か
、
神
経
を

正
常
に
働
か
せ
、
悪
性
貧
血
を
防
止

す
る
働
き
が
あ
る
。

〔
生
理
機
能
成
分
〕
豊
富
な
ヨ
ウ
素

は
代
謝
を
促
進
す
る
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
で
あ
る
チ
ロ
キ
シ
ン
の
材
料
と
な

り
、
発
育
促
進
、
心
身
の
健
康
に
不

可
欠
。
豊
富
な
脂
肪
酸
、
特
に
Ｅ
Ｐ

Ａ
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
は

血
栓
形
成
を
抑
え
、
血
液
の
流
動
性

を
高
め
、
動
脈
硬
化
、
高
血
圧
を
予

防
し
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
ぜ
ん

そ
く
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
緩

和
・
改
善
し
ガ
ン
を
抑
制
す
る
。

　

そ
の
予
防
・
改
善
作
用
は
Ｄ
Ｈ
Ａ

よ
り
強
い
と
さ
れ
て
い
る
。

薬 食 同 源
た べ る も の が く す り

84 海藻類② 久保　久次の　りの　り

医
療
生
協

パ

ズ

ル

パ

ズ

ル

〈
ヒ
ン
ト
〉

　

ユ
リ
科
の
多
年
草

（
春
に
紫
・
青
・
白
・
黄
・
紅
色
の
花
が
咲

き
ま
す
）

〈
た
て
の
か
ぎ
〉

①
写
真
に
写
さ
れ
る
物
体

②
春
○
秋
冬

③
食
事
の
あ
と
に
使
い
ま
す

⑥
オ
カ
メ
。
セ
キ
セ
イ
と
い
え
ば

〈
よ
こ
の
か
ぎ
〉

①
3
月
3
日

④
量
よ
り
○
○

⑤
3
月
の
古
い
よ
び
名

⑦
祝
い
に
出
さ
れ
る
魚

⑧
幸
○
○
。
○
○
を
試
す

⑨
サ
ケ
・
マ
ス
の
卵
の
塩
漬
け

ば
を
作
り
、
同
時
に
ご
意
見
等
を
必
ず
ひ
と

こ
と
添
え
て
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
お
答
え
下
さ
い
。

〒
665
―
0054　

宝
塚
市
鹿
塩
１
丁
目
18
―
６

宝
塚
医
療
生
協
「
パ
ズ
ル
係
」
あ
て
。

　

〆
切
は
3
月
31
日
で
す
。
正
解
者
の
方
に

抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

図
書
カ
ー
ド
送
付
先
の
住
所
・
氏
名
を
必

ず
ご
記
入
下
さ
い
。

井
之
口　

佳　

子

桑　

田　

博　

之

出　

口　

千
恵
子

仲　

村　

晃　

一

藤　

本　

久
美
子

前　

川　

悦　

子

山　

下　

洋　

子

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

前
回
の
解
答
は
「
マ
ツ
ノ
ウ
チ
」
で
し
た
。

☆
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、
左
記
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す（
敬
称
略
）。

☆
残
念
な
が
ら
今
回
の
抽
選
に
も
れ
た
方
も

読
者
の
広
場
へ
の
投
書
と
「
も
ー
し
・
も
ー

し
」
と
あ
わ
せ
て
次
回
の
ご
応
募
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

TAKARA

MAIL

kouhou@
takarazuka-
mcoop.net

応 

募 

規 

定
　

□□

の
中
の
こ
と
ば
を
組
み

合
わ
せ
て
、
５
文
字
の
こ
と

パ
ズ
ル
解
答
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

メ
ー
ル
で
応
募
さ
れ
る
と
き
必
ず
図
書
カ
ー
ド
送

付
先
の
ご
住
所
、
お
名
前
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

お
名
前
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
匿
名
希
望
と

添
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
広
報
委
員
会
）

① ② ③

④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨
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今年は湿度計を買いました。とても乾燥していたので今度は加湿器を買いました。

集
後
記

編

季
節
の

　

た
よ
り

★ 

「
ま
た
明
日
す
る
、
じ
ゃ
な
く
て
今

日
か
ら
し
な
さ
い
！
」
と
小
さ
い

頃
、
母
親
に
よ
く
叱
ら
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
〆
切
ギ
リ
ギ
リ
に

な
る
ま
で
な
か
な
か
重
い
腰
が
上
が

ら
な
い
の
で
、
今
年
の
目
標
は
早
め

の
行
動
を
心
が
け
た
い
で
す
。

★ 

私
が
広
報
委
員
事
務
局
長
に
な
っ
て

か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
思
い
返

す
と
１
年
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
。
こ
れ
か
ら
も
「
た
か
ら
」
と
一

緒
に
自
分
自
身
も
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

（
Ｍ
）

星
の
荘　

広
瀬　

則
子
さ
ん

亀
井
町　

塗
田　

淳
子
さ
ん

西
宮
市　

伊
田
こ
ず
ゑ
さ
ん

―壁掛けアートの世界――壁掛けアートの世界― ⑫

　

寒
さ
の
中
に
咲
く
花
。
凍
て
つ
く
心

を
ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

作
業
は
、
根
気
よ
く
形
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。
む
ず
か
し
い
の
が
色
と
艶
。

自
然
の
中
で
、
こ
ん
な
に
あ
ざ
や
か
な

着
色
が
出
来
る
も
の
か
と
驚
か
さ
れ
ま

す
。

作
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
8
年
生
ま
れ

兵
庫
県
洲
本
市
出
身

趣
味
：
テ
ニ
ス
・
卓
球

現
在
良
元
診
療
所
の
送
迎
車

両
の
運
転
手
、
用
務
と
し
て

勤
務

今
回
の
作
品
は

「
春
を
待
つ
」

　

さ
わ
や
か
支
部
長
の
岡
沢
正
男
さ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
折
り
紙
や

紙
粘
土
を
使
っ
て
作
る
「
壁
掛
け
ア
ー
ト
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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2011年度の活動のまとめと
2012年度活動方針（案）

＊ 東日本大震災復興支援の取組みを３者（宝塚医療生協、ヘルシーメイト、労組）で対策会議をつく
り、義援金・物資・人的支援と街頭でのメモリアル行動を継続してきました。

＊ 新自由主義の構造改革路線の復活の動きが強まり、「TPP参加」表明、「税と社会保障一体改革」
の名による消費税増税の動きが強まっています。

＊ ４月、一斉地方選挙があり、住民のいのちと暮らしを守るために取り組み、自治体との懇談、連携
をすすめてきました。

＊ 2012年４月医療・介護報酬同時改定に向けての「たたかいと対応」と「中長期計画」の１年目とし
ての組織づくり、事業計画づくりに着手してきました。

＊ 「たから」通算200号を迎え、新年号は、初めてのカラー化、また医療生協創立40周年記念の準備
をすすめてきました。

　昨年は、常務理事の中野さん（５月）、元監事の田中さん（11月）、そして高松診療所の名誉所長の
今井先生（12月）、１月には西宮支部前支部長杉山さんはじめ、多くの組合員が亡くなられました。
（佐々木元理事、和田元婦長も）
　諸先輩の功績に感謝しつつ、故人の遺志を引き継いでいきましょう。

2011年度の重点課題の到達とまとめ（案）2011年度の重点課題の到達とまとめ（案）

①東日本大震災復興支援の取組み
○ 民医連、医療福祉生協連に結集して、「心ひとつ」に
取組みをすすめます。

　宝塚・東日本大震災支援対策本部を３月15日に設置
（宝塚医療生協・ヘルシーメイト・民医労宝塚支部）、
対策本部会議を定例化して、①義援金②人的支援③物資
支援を柱にしながら支援行動の財政活動も、物品販売等
で取り組んできました。
　義援金： 事業所・支部で義援金箱の設置し、街頭での

行動は、2012年２月まで26回200名以上が参
加し、２月末現在130万円を超えています。

１）人的支援： ５月下旬　看護師２名が坂総合病院へ支

援、相談活動に事務１名が参加しました。
　　　　　　　 6/10～12、18名の組合員・職員が宮城

県南、山元町ボランティア支援に参加。
２）物資支援： 職員、組合員へ物資提供のお願いをし、

他法人の物資輸送の便や宅急便で届けま
した。また、被災地から宝塚に避難した
人への物資支援行動、宝塚市経由で支援
物資を提供しました。

３）財政活動： 支援活動、集会参加者費用の捻出を物品
販売で財政活動を取り組み、２月末現在
13万円を超えています。

４）脱原発の取 り組み：署名活動　10,000筆目標に対し
て２月末現在6,607筆に到達

2011年は「どんな年」だったか
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　　学 習 会： 郷地先生（７月）・安斎先生（９月）講
演参加、職員講師によるミニ学習会の開
催など。

　　集会参加等 ：９・19さよなら原発集会17名参加/10
・30福島集会３名参加/11・13福井原発
見学ツアー10名

② 中長期計画１年目、事業の質を高め、
新たな事業の展開を具体化しよう

１） 理事会委員会の一つとして、「事業所利用委員会」
を立ち上げ、「虹の箱」の活用などの具体的な活動
がはじまりつつあります。

２） 医療福祉生協連の「医療・介護」評価に全事業所が
取り組み、結果の分析をすすめ、事業の質の向上に
努めてきました。

３） 陽だまり改修検討委員会を立ち上げ、「高松診療所
を含めた総合的な検討・論議」する方向で準備をす
すめています。

③ 「助け合い」活動をひろげ、地域のネット
ワークづくりをすすめて、安心してすみ
続けられるまちづくりをひろげます

１） 生協強化月間は、９月15日の組合員活動交流集会を
スタートに、10・１ゾーンを取り組みました。交流
集会、10・１ゾーンとも、前年を上回る参加者、成
果でした。２月末では、支部での格差があります
が、組合員増やし、出資金増やし数は、前年を上回
る取り組み状況です。支部規定を改訂しました。

２） 高齢者にやさしいまちチエックアンケート活動を定
款全地域で取り組み、600枚のアンケートを集約し、
中間集約を兵庫民医連学術運動交流集会（２/26）
に演題発表するなど、今後のまちづくりをすすめて
いく資料として活用していきます。

３） 自治体キャラバンは、宝塚市（11/24）、三田市
（11/21）、西宮市（１/11）と懇談。消費税増税反
対、TPP参加反対、介護保険改善署名など旺盛に
取り組みました。

４） 平和行進（７/７～９）の定款地域の行進、とおし
行進者歓迎会、原水禁世界大会参加と報告会の開
催、「核廃絶と脱原発」の学習会、署名の取り組み
を進めてきました。　　

５） 健康づくり活動は、委員会の再編でやや弱くなりま
したが、健康づくり教室を開催してきました。

６） 無料低額診療事業開始して２年目、継続適用の方が
多く、新規適用者は●●名でした。　

７） エコキャップの回収に引き続き取り組みました。シ
ールはがし、洗濯のお願いとともにボランティアを
募集しています。

④安定した経営基盤づくり、
　職員育成づくり
１） 医師対策委員会の取り組みの中で、2012年４月から
熊野医師を招聘することができました。

２） 組合員・職員合同学習会４年目。「私と民医連・医
療生協事例発表会」は、50人の理事、職員、OBが
発表し、のべ300人が参加しました。発表者の文集
を作成しました。

３） 職員教育委員会を設置し、新入職員教育など制度教
育について論議を始めています。

４） 収益は、前年を大きく上回りましたが、１月までの
経常利益は、168千円と前年並みの状況です。２月
から髙松診療所で一部院内調剤を開始しました。医
療供給体制、人材の確保が困難を極め、県連への支
援要請、「プロジェクト」の発足など対策を強めて
きました。

５） 介護事業は、１月までの累計経常利益で黒字（１月
末2,519千円）となり改善が進みました。介護部会
での経営、管理運営、介護報酬改定対応等の論議や
交流集会、学習会の開催などに取り組みました。

⑤医療生協創立40周年（2012年）の
　取り組み準備をすすめます
１） 宝塚医療生協創立40周年企画のアイデア募集を「た
から」で行いました。　

２）「たから」縮刷版（151号～200号）を発行しました。
３） 「宝塚革新風土記」（増補新版）を宝塚医療生協40周

年記念として復刻しました。
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2012年度の重点課題・活動方針（案）

◇ 世界金融危機以降、長期の構造的危機に陥っています。ユーロ圏の経済危機、アメリカの失業率９
％台、貧困の格差の広がり、景気回復の鈍化、円高と海外経済の不安定さ、日本経済の低迷は、長
引く様相です。

◇ 政治的閉塞感や政治不信の広がりとともに専制政治の台頭の危険性をはらんでいます。
◇ TPP参加は、皆保険制度の崩壊につながり、「社会保障と税の一体改革」が具体化されれば、社会
保障の根底が崩される危険をはらんでいます。

◇国家財政赤字の中での震災復興、脱原発とエネルギー政策のあり方が問われます。
◇診療・介護報酬の同時改定、「地域包括ケアシステム」と地域の介護が問われます。　
◇ 宝塚市中川市政４年目の年、市と連携強化し「高齢者にやさしいまちづくり」を本格的にすすめて
行くことが必要です。

◇国際協同組合年であり、新たな「章典」論議の年となります。
◇宝塚医療生協創立40周年、兵庫民医連60周年の節目、「中長期計画」２年目です。

◎2012年度スローガン（案）

◎「５」つの挑戦

◆東日本大震災支援を
　継続してすすめます
　宝塚・東日本大震災支援対策会議のもと具体的な支援

の取り組みを提起します。
　医療福祉生協連・民医連に結集して支援の取り組みを
継続します。

2012年はどんな年

医療生協40年の歴史・理念を学び、地域に協同の「わ」をひろげよう

◇「高齢者にやさしいまちづくり」に挑戦
　「孤立を防ぎ、認知症になっても住み続けられる、災害に強い」視点をもったまちづくり

◇年間1,000人の仲間ふやしに挑戦
　中長期２年目、毎年1,000人以上の仲間ふやしできる組織

◇医師はじめ人材確保、後継者育成に挑戦
　法人の事業活動の展望を作り出していく要（かなめ）です

◇「医・福・食・住」の「住」に挑戦
　住まい・泊り機能の施設づくり

◇一万人組合員がかかわる40周年の行事・イベントに挑戦
　文字通り１万人の組合員がかかわれる取り組みすすめます。
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① 2012年は「国際協同組合年」、支部と事業所で医療生
協の理念と「患者の権利章典」新文書及び宝塚医療生
協創立40周年の歴史を学びます。職場づくりと医療生
協人づくりをすすめます。

② 組合員の暮らしに役立つ「住まい・泊り機能」施設づ
くりを具体化します。

③ 虹の箱の活用、院所利用委員会活動を強化します。
④ 医療福祉生協連「医療・介護評価」に取組み、かかり
やすさ、「満足度アップ」をはかり、事業の「質の向
上」に努めます。
⑤ 地域の実態に根差した医療・介護及び地域連携強化を
進めていきます。

⑥ 医師、看護師、介護職員の確保、育成に取り組みます。
⑦ 地域総ぐるみの健診・がん検診受診運動をさらに強化
し、地域の人たち・組合員のいのちを守ります。

⑧ 社会環境に対応し、剰余を安定的に確保できる経営を
めざします。

◆組合員活動の重点課題

（全国４課題目標）
　＊ 組合員12,000人以上に到達
　＊ 1,000人以上の実増資と２千万円以上の出資
金ふやし

　＊ 担い手増ふやし40人以上を目標に、虹のかか
り650人以上に到達

　＊班会開催年間800回以上

① 1,000人を超える支部（高松、元気、西宮）の支部分
割をすすめます。

② 「孤立を防ぎ、認知症になっても住み続けられる、災
害に強い」の視点を持った「高齢者にやさしいまちづ

くり」をすすめます。
③ 「転倒予防」「寝たきり防止」「筋力アップ」「運動機
能向上に」に取り組みます。
④ 各支部で「助け合い活動」、たまり場作りを進めてい
きます。

◆社保・平和活動の重点課題
① 「核兵器廃絶」「脱原発」の取り組みを引き続きすす
めます。
② 医療・介護・暮らしを破壊するTPP参加反対の行動
をすすめます。
③ 「税と社会保障一体改革」の名による社会保障の解
体、消費税増税に反対します。
④ 「無料・低額診療事業」を広く知らせて、活用をすす
めます。国保44条（一部負担金の減免）を活用できる
よう運動をひろげます。
⑤ 国保税の値上げ、広域化に反対し、国保をよくする運
動を行います。
⑥ 医療・介護崩壊をくい止める運動、自治体との対話、
懇談、平和学習をすすめます。
⑦「なんでも」相談会を各地で開催します。
⑧ 「温暖化防止」環境対策の具体的取組みを進めていき
ます。（エコキャップ、マイ箸、空調温度の設定、節
電、ごみの分別収集の徹底　他）

◆宝塚医療生協40周年記念事業を
　成功させましょう
① 12年度の取り組みに「宝塚医療生協創立40周年記念」の
冠をつけ、例年以上の取り組みをめざします。１万人
組合員が、かかわる記念行事・イベントをめざします。

②宝塚医療生協創立40周年記念誌を発行します。
③宝塚医療生協創立40周年記念式典を行います。

第44回通常総代会第44回通常総代会
日　　時：2012年６月16日（土）13：30～17：00
場　　所：ソリオホール（宝塚駅下車、ソリオ１・３階）
総代定数：200人以上（３月末の組合員数で、4/1公告予定）

予定議案：
　第１号議案　11年度の取組みのまとめと12年度活動方針（案）の件
　第２号議案　11年度決算報告承認の件（11年度監査報告）
　第３号議案　12年度予算（案）の件

◆事業活動の重点課題

　第４号議案　役員報酬決定の件
　第５号議案　退任役員慰労金支給の件
　第６号議案　議案決議効力発生の件
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